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研究成果の概要（和文）：マーモセットの間葉系幹細胞（MSC）は、大腿骨と上腕骨の骨髄を除去した後、トリ
プシンを用いて消化分離し、成長因子を含まない15％FBS IMDMまたはStemPro MSC SFM（Gibco）で維持した。培
地を交換した際に、培養基材に接着し残った細胞のみをさらに培養した。培養細胞は紡錘形で、MSCに特徴的な
繊維芽細胞に類似していた。培養細胞のFACS分析では、MSCの特異的マーカーであるCD90陽性細胞が平均80％、
CD73陽性細胞が35％であった。MSC特異的抗体CD90とCD105を用いた細胞免疫学的染色では、陽性結果が得られ
た。

研究成果の概要（英文）：Marmoset mesenchymal stem cells (MSCs) were digested and isolated using 
trypsin after removal of femoral and humeral marrow and maintained in 15% FBS IMDM or StemPro MSC 
SFM (Gibco) without growth factors. When the medium was replaced, only cells that remained attached 
to the culture substrate were further cultured. Cultured cells were spindle-shaped and resembled 
fibroblasts characteristic of MSCs. FACS analysis of cultured cells showed an average of 80% 
CD90-positive cells and 35% CD73-positive cells, specific markers for MSCs; cell immunological 
staining with the MSC-specific antibodies CD90 and CD105 yielded positive results.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、自閉症治療への新たなアプローチを模索するものである。霊長類マーモセットは、げっ歯類よりもヒ
トの自閉症モデルとして優れている。現在注目されている自閉症の治療法として血液・間葉系幹細胞移植がある
が、これを実現するためには、マーモセットを用いたモデルでの治療法開発が不可欠である。我々の研究では、
マーモセットからの造血幹細胞、間葉系幹細胞の分離、培養が可能であることを証明した。これにより、自閉症
モデル動物への治療法開発目的移植が可能となった。これは自閉症治療における新たな視点となると考えられ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
自閉症スペクトラム症は対人関係が苦手で強いこだわりを持つ発達障害で、我国では近

年約３〜５％存在すると報告されている。我々はこれまでに抗癲癇薬のバルプロ酸を妊娠

中の新世界ザルのコモンマーモセットに投与して生まれた仔を自閉症のモデル動物として

作成し行動学的、神経組織学的、分子生物学的、電気生理学的に解析し、自閉症の霊長類モ

デル動物としての地位を確立してきた。この疾患の発症メカニズムは大変複雑で、これまで

に根本的な病気の原因にアプローチした治療法はない。 
 
２．研究の目的 
 
近年、幹細胞を移植する治療法があらゆる疾患で提唱されてきている。自閉症などの発達

障害においても臍帯血や骨髄に由来する造血幹細胞(Hematopoietic stem cells:HSCs)や間

葉系幹細胞（Mesenchymal stem cell:MSCs）を用いた幹細胞治療が根本的な治療法として

前臨床的段階で報告され始めている。本研究は HSCs または MSCs の移植を行い、マーモ

セットのバルプロ酸暴露自閉症の治療を試みるものである。 
 
３．研究の方法 
 

マーモセットでは HSCs や MSCs についての報告は少なく、殆ど無いに等しいので、昨

年度はまずは入手可能な骨髄の HSCs を分離し、フローサイトメトリー(FACS)解析を行い

骨髄細胞の発現マーカーについて解析し、また Magnetic cell sorting(MACS)を用いて幹細

胞の純化を試みた。本年度は大腿骨と上腕骨から細胞を分離し、MSCs 特異的マーカーと思

われる抗体を用いて FACS 解析、免疫細胞学的染色を行い MSCs の存在の証明を試みた。 
 

MSCs は大腿骨と上腕骨から骨髄を除いた後、トリプシンを用いて消化分離し、15% FBS 
IMDM または StemPro MSC SFM (Gibco)で、増殖因子なしで維持した。培地交換を行い、

接着細胞のみ培養した。fibroblast 様の細胞が増殖した段階で幹細胞の特異個体（CD73, 
CD90,CD105） を用いて fluorescence cell analyzer(FACS)と細胞免疫学的染色法で解析を

行った。 
 
４．研究成果 
 

*０日から 22日令の新生コモンマーモセットの骨髄から分離した細胞は MSCs の特徴であ

る fibroblast と同様の紡錘形で、プラスチック培養機材に接着性があり、増殖因子なしで増

殖が可能であった（図１） 



 

 

 
 
*分離した３頭のマーモセット細胞は FACS 解析で MSCs の特異的マーカーの CD90 陽性
細胞は 67.4%~94.0%陽性、CD73陽性細胞は２頭で 23.5%,52.0%であった（図２）。CD105
についてのFACS解析はマーモセットでのFACS用個体が入手困難なため行われなかった。 

 

*細胞免疫学的染色法では細胞免疫用 MSCs 特異的抗体 CD90（図３）と CD105（図４）

での陽性結果が得られた。 



 

 

 
 

 
 
*マウスやマーモセット造血幹細胞のマーカーである CD117 陽性細胞、ヒトで造血幹細胞

のマーカーである CD34陽性細胞はこれらの細胞には含まれていなかった（図２）。 
 
*マーモセットでの MSCs についてのこれまでの報告はかなり少ないが、その中でコモンマ

ーモセットでは大腿骨や上腕骨から細胞分離が可能であり、これら細胞から MSCs の特徴

を持つ細胞が培養可能であることがわかった。  
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